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北大水産業報
36(3)，99-113. 1985. 

北太平洋中緯度海域におけるヨシキリザメの

分布と生物学的特性*

中野秀樹"・槙原 誠村*・島崎健二件

Distribution and Biological Characteristics of the 

Blue Shark in the Central North Pacific本

Hideki NAKANO**， MakoもoMAKIHARA * * * 

and Kenji SHIMAZAKI* * 

Abstract 

Distribution and biological charac七eristicsof blue shark (p.巾叩ceglauca) were inves聞

も19a旬dby longline and gillne七methodsfrom 1978-1982 in七hecentral North Pacific Ocean. 
93，512 individuals were caught at 1，342 sta七ionsduring七hissurvey. They occurred souもhof

48'N and were most abundant near七heSubarctic Boundary (approximatery 3TNもo43'N)， 
whereもhewater 飴mperatureis 14'-21'C. The younger individuals were mos七common
occurred in七heno抗hernpa此 ofthis re腕 archぽ ea，and the OOults hOO a strong七endency
toward sexual segregation. Mal田 predomina七edoffshore and southword， and females were 
predominant near the shore and northward in七hisr曲 earch町 ea. The relωionships be七ween
body weigh七 (W，in kg) and pr田 audallength (L， in cm)are shown by the following 
equa七lons，

W = 3.838 X 10-6 L，.l74 for males， 
W = 2.328 X 10-6 L'.294 for females. 

The difference beも，weenもheslop曲 of七heもworegressions is significant and it became remark-
able for precaudallengths of gre乱旬rもhan1∞cm. Pregnant females migrate northward from 
spring ωsummer and give bir七hωyoungsouth of七，heSubarctic Boundary. The sex r叫ios
of pups in each pregnan七femaleswere almost equal and lengths of pups in each pregnant 
females were about same size. Smaller embryos occurred from summer to winter and larger 
ones 0∞urred from winter七ospring. 

緒言

熱帯から温帯にかけて広く分布するヨシキリザメ CPrionrroeglauca)は外洋性板鯨類のなかで

延縄や流刺網漁業により最も多く漁獲され，その資源量が大きいとみられている。本種は北太平

洋において，夏季にはアラスカ湾奥部まで，また中央部海域で・は 46'N付近まで分布域を拡大し，

事 北海道大学水産学部北洋水産研究施設業績第 170号

(0，叩 tributi，側 No.170 from the Research Institute of North p，削除 Fおお側，F，αcultyof Fisheries， 
Hokkaido Uni開閉ty)

“ 北海道大学水産学部北洋水産研究施設
(R四伺rchInstitute of North p，削除 Fi，巾 ries，F，αculty of Fi向付'es，Hokka仙 Un問問ty)
海洋水産資源開発センタ
(Japαn M，α円 neFishery Res側附 ReseαrchC.側 ter，Tokyo， 102) 
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雌雄や成長段階によってすみわけることが知られているが(須田 1953，Strasburg 1958， Neave and 

Hanavan 1960，三島 1981)，調査対象海域が限られていたため，その生態に関しては未詳の点が

多い。

1978年より北大平洋中緯度海域においてシマガツオ資源調査，サメ資源調査が実施された(海

洋水産資源開発センター〕。また， 1981年から春・夏季に極前線付近において，表層性魚類群集の

生態，海洋環境などの研究が行なわれている。これらの調査は，対象海域が広域におよんでおり，

多数のヨシキリザメが採集されているため，本種の生態を明らかにする大きな手掛りとなるもの

と考えられた。

本研究ではヨシキリザメの生態を解明する基礎的な研究として本種個体群の分布，体長組成，性

比，胎児の組成および各成長段階による生活域などの概要を捉えることを目的として，これらの

試資料について検討した結果を報告する。

本論に入るに先だち，幾多の御助言をいただいた北海道大学水産学部北洋水産研究施設三島清

吉教授，調査資料の使用に格別の御便宜をいただいた海洋水産資源開発センター渡辺洋博士及び

水戸啓一博士，標本の採集に御協力いただいた同センター調査船の調査員各位に深堪なる謝意を

表します。論者らが同センター調査船新洋丸，北海道大学練習船北星丸に乗船中は船長はじめ乗

組員各位の御協力をいただいた。ここに謝意を表します。

資料および方法

1978年から北太平洋の広域において，海洋水産資源開発センターにより，サメ新資源開発調査

およびシマガツオ新資源開発調査が実施された。また，北太平洋極前線周辺海域において，北海

道大学練習船北星丸により調査用流し網を用いた魚類の採集が行なわれている。本研究では 1978

-1982年の期間に上記の各調査船により得られたヨシキリザメの試資料を整理した。試資料に供

された調査船.調査時期および海域などを表 1に，各調査点を図 1に示す。

採集漁具は浮延縄および流し網である。浮延縄の餌水深は 40-60m ~こ設定され， 1回の投縄に

つき1.500-1.800鈎用いられた。流し網の網目は調査船によって異なるが，新洋丸では 118-250

mm目合，北星丸では 19-233mm目合が用いられた。使用反数が一定でないために，分布密度は

CPUE (1調査点当り採集個体数/有効反数〉で表わした。

Table 1. List of each reseach cruise. 

Year Vessel Fishing gear * Area Period 
No.of Blue shark 
staもions c!叫ch

1978 Hoyo-maru no. 77 long line N.W.P. Jun.-Feb. 152 2，802 

Shinyo-maru gill net C.N.P Jun.-Jan. 146 28，230 

1979 Hoyo-maru nO.53 long line N.W.P. Apr.-Mar. 149 4，376 

Shinyo-maru ♂11 ne七 C.N.P. Apr.-Jan. 187 19，028 

1980 Hoyo-maru nO.53 long line N.W.P. Apr.-Dec. 135 5，326 

Shinyo-maru gill neも C.N.P. Apr.-Mar. 176 14，758 

1981 Shinyo-maru gill ne七 N.E.P Arp. -Feb. 180 10，676 

1982 Hokusei -maru gill net N.W.P. Jun.-Aug. 31 325 

Shinyo-maru gill net C.N.P. Apr.-Feb. 186 7，991 

* N.W.P.=northwes七ernNorth Pacific， C.N.P.=central North Pacific， N.E.P.=northe剖旬'rn
North Pacific. 
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調査は5ヶ年で1.342地点，採集個体数 93，512個体であり，このうち 8，494個体の体長測定資料

が解析に供され，一部について体重，生殖器の性状が計測された。体長は吻端より尾柄部欠刻ま

でとした。成熟状態について，雄は交接器長と石灰化，精巣重量および精包の有無を調べ，雌で

は妊娠魚を成熟の基準として体長組成から判断した。また，胎児の一部を 10%ホルマリン溶液で

C PUE 

O:over 0.5 
0:0.1・0.49
o ・0.05.0.09
.: -0.049 
φ: none 

140'E 160・

.. . _. ..・‘、、，

. ー..、.，・

Cミ二二ヨヲ

-・'‘、..-

1979 
‘、

1980 . 、

一二3
。¥・ :弓P《b

1981 

180' 
' . . 

160' 140' 

30' 

30' 

30' 

120'W 

Fig. 2. The relative abundance of P.巾叩ceglaucαnear surface (0-10 m) caught by RV Sh仇yo-
maru during the period from 1979 to 1981. Abundance expr四 sedωnumbercaugh七per1 tan 
in each station. Numbers on maps indicate month. 

-102-



中野ら: 北太平洋中緯度海域におけるヨシキリザメ

固定し，実験室で測定を行なった。

本論では体長を基準として扱ったが，一部の標本について全長〔吻端から尾鰭先端まで〉も併

せて測定し，両体長の変換式を作成した。

BL=0.762TL-2.505 (r=0.999， 0.005>P) n=267， BL:体長，TL:全長。

得られた式により，全長で扱われている過去の知見を考察に用いた。

各年のヨシキリザメ採集地点の CPUE(l反当り採集個体数〉から，分布域およびその密度を検

討した(図 2)。対象海域が西太平洋に限られていた 1978年を除き，採集状況は年によってよく似

ており，本種は北太平洋の東西にわたる広

範囲で採集されている。南北では 350-43。

Nの範囲で CPUEの高い地点が多いが，

43
0N以北では北側海域ほど低下する傾向

にある。また，冬季を中心として実施され

た 35
0N以南の海域の CPUEは著しく低下

する。

各調査地点の CPUEと表面水温から，本

種の生息水温を検討すると〔図 3)，採集さ

れた水温は 9.0
0

-25.4
0

Cの範囲にあって，

CPUEが0.5以上の水温は W-2rcで

1) 分布域および密度

あった。

2) 体長組成

各年に測定された体長組成から，本報告

では調査の期聞が長く，広範囲にわたって

いる 1980年の新洋丸の流し網による調査

結果について述べる。調査地点は月による

緯度的な差が小さいので，各地点の資料を

月別にまとめて性別の組成を求めた(図

4)。得られた体長組成は約 50-200cmの範

囲にあって，多峰型を示すが，本論では便

宜的に loocm以下を小型魚， 100-150cm 

を中型魚，また， 150cm以上を大型魚と称

する。

体長は月によりその組成が異なる傾向に

ある。採集海域が北部に偏した 8-10月で

は小型魚が主組成を示し，冬季に実施され

た南側海域では大型魚が出現しており，雌

雄共に単峰型を示す。また， 5-6月および

11-12月では，両期間の中間の組成を示し

ている。従って春季から夏季にかけて体長

結 果
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。

は小型となり.冬季にかけて大型化するようにみうけられるが，時期による調査地点を考慮する

と，分布が北へ拡大される夏季の主群は小型魚で形成され，冬季の南側海域では，大型魚のみが

表層域に分布することが伺える。

比

資料の性別採集個体数を上述と同様の理由により月ごとにまとめ， 52標本について雌雄の割合

の均一性を検討した結果， 38標本に有意な差がみられた(表 2)。このうち雌が卓越している海域

は周年に亘る三陸沖合と夏季を中心とした亜寒帯海域である。維が多いと判断された海域は極前

線以南の外洋域にある(図的。

性3) 

体長・体重関係

1982年，北星丸と新洋丸によって調査された雄285個体，雌 148個体の体長・体重関係を図 6に

-104-

4) 



140・E 160' 

中野ら: 北太平洋中緯度海域におけるヨシキリザメ
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Fig. 5. Distribution of males and females. Solid circles are sampling stations and numbers 
indicate month. Striped zones indicate regions where males are dominanもanddo机edzones 
indica飴 regionswhere females are dominant. 

示す。維の体長範囲は 31-209cm，体重では 0.15-80.0kgであり，雌のそれは 32-190cm， 0.21 

-95.0kgであった。雌は妊娠個体を 13個体含み，図中に白丸で示してある。雌雄の体長(L，cm) 

と体重 (W，kg)の回帰式を以下に示す。

雄 W=3.838X 10一切3.174(r=0.997， 0.01>P) 

雌 W=2.328X lO- 6 l3•294 (r=0.994， O.Ol>P) 

雌雄の回帰式の回帰係数には有意な差が認められ(F0 = 14.330， df: 1， 429， 0.005> P).体長約 100

cmから雌の肥満度が高くなる。

5) 成熟体長の推定

雄:体長に対する交接器長，精巣重量，交接器の石灰化および精包の有無を調べた。体長と交

接器長の関係では，体長1l0cmおよび 160cm付近に屈曲点のみられる S字型曲線が得られた

(図 7)。 精巣重量は体長 120cm付近から増加し. 180cm以上になると分散が大きくなる傾向が

ある(図 8)。また，交接器の石灰化および精包について，体長階級lOcmごとにそれらが認めら

れた個体の割合を求めた(図針。交接器の石灰化は体長 120cm付近から始まり.150cmでは 80%.
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Table 2. Sex ratios of p巾側四仲間αwhichwere caught by e制 h

Year V曲目sel ¥Mon七h Apr. May Jun. Jul Aug. 

1978 77 Hoyo Sex ratio 358: 466 121 : 145 180: 159 169: 56 

x2 14.15* 2.165 1.301 56.751・
1979 53 Hoyo sex ratio 72: 85 86: 34 120: 21 372: 119 1:6 

x2 1.076 22.533* 69.511* 130.365・ 3.571 

Shinyo sex ratio 

x2 

1980 53 Hoyo sex r前 io 332: 30 86: 1 238: 44 629: 189 154: 411 

x' 251.945* 83.049・133.461* 240.796* 116.901* 

Shinyo sex ratio 14: 116 122: 145 2∞:82 89: 109 141 :ω 
x' 128.36* 1.981 49.376* 2.02 13.709‘ 

1982 Shinyo sex ratio 12: 113 181: 443 89: 162 73: 45 61: 13 

x' 81.603傘 110.006* 21.232* 6.644* 31.135* 

Hokusei sex ra七10 136: 86 58: 66 

x2 10.99* 0.516 

• Significant a七5%level. sex ratio = female: male 
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Fig. 6. Relationship be七weenbody length and body weight in e即 hsex. Open circl剖 indica旬
gravid female. 

180cm以上では全個体が石灰化していた。精包は体長 130cm以上で出現し始め， 160cm以上で

は全個体に認められた。この結果から，大多数の維は 150cm以上で成熟に達することが伺える。

雌:雌の成熟を判断する基準として妊娠個体の体長組成を調べた(図 10)。体長範囲は 138-203

cmで，平均 163.5cmであったが， 150cm以上から出現率が高くなることから，この体長付近を

成熟体長とみなしてよいであろう。
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妊娠個体の分布海域

妊娠個体の分布域を明らかにするため，全調査点を 3ヶ月ごとにまとめて，各期における出現

地点を図 11に示しわた。妊娠個体は周年採集されたが，出現地点は南側が主調査域となった冬季

に多い。最も北側の採集点は 43.TNであったが，調査の範囲が南北に広い 6-11月の期聞は 40・N

付近以南の海域で出現率が高い。この結果は体長組成からみて北側ほど雌未成魚が多いことと対

照的である。時期による妊娠個体の出現海域は，春から夏にかけて北偏し，秋季以降に南下する

傾向がある。なお， 145
0

W 以東海域では妊娠個体は全く採集されていなし、。

6) 

児

189個体の母体について， 1母体当りの胎児数が計測された。胎児数は 1-59個体の範囲で平均
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は25.7個体であった。また，母体 70個体について胎児の性別が確認されているので， 1母体内の

雌維の均一性を検討した結果， 66母体について均ーとみなすことができる(表 3)。同様にY晶旬sの

補正では 50標本で均ーとみなせた。

次に母体当りの胎児の体長組成を調べるため，母体ごとの平均体長を求め，これを採集月日に

従って図 12に示した。母体ごとの標準偏差はいずれの標本でも非常に小さく， 1母体内の体長組

成はほぼ均ーとみなせ，その平均体長は 13.7-37.0 cmの範囲にあった。体長 20cm以下の小型胎

児は， 6-2月頃の期間に認められるが， 3-5月には出現しない。また， 2-6月では大型胎児が出

現し，特に5月には大型胎児のみが採集されている。

考 察

本研究で用いた試資料は，採集方法の異なる漁法によって得られたものである。従って，体長

組成などを船聞で対比させることができない。このため，体長組成については流し網を用いた新

洋丸の資料を中心に扱ったが， ヨシキリザメに対する使用目合の網目選択性によって，得られた

標本が歪められて反映されている可能性がある。特に同船の使用網目が主に 160-180mm目合で

あることから，小型魚に対する採集効率が低いことが考えられる。さらに，流し網は海表面付近

を採集の範囲とするので，主たる遊泳層を対象としていない危倶がある。

調査の方法には上述の問題を含んでいるが，調査がほぼ周年にわたり，対象海域が広範におよ

んでいることから，本種の生活領域のうちで北側に位置するとみられるこれらの試資料を整理し

て，主として南側を対象海域とした既往の知見と対比して，本種の群特性に対する巨視的な推論

を試みる。

本研究で，ヨシキリザメは北太平洋の広範な海域で採集された。本種が採集された水域は 48'N

までであり，しかも，高緯度では各年とも極めて低密度である。採集地点の表面水温は 9'-25'C

の範囲にあり， 14'-2I'Cで高密度であった。流し網は海表面付近の魚類を漁獲対象とするが，本

種は高緯度ほど遊泳水深が浅い (Strωburg1958)。北太平洋亜寒帯海域では夏季には表層水が東

側海域ほど北偏しながら昇温して，鉛直的な温度躍層が浅層に形成されている (Dodime乱dほか

1963)。北側海域ではこの躍層以浅の高温な表層域を遊泳層とみなしてよいであろう。最も北側ま
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Sample 
no. 

Table 3. Embryo sex ratios in each gravid female， X2 valu田 andYa旬s'svalues. 

Sex Values Values of Sample Sex Valu咽 Valu田 of
Female Male of x" Yates's no. Female Male of x. Ya七es's
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で昇温するアラスカ湾では本種は 58
0

N付近まで北上しており (Neaveand Hanavan 1960)，水温

9
0

Cは分布の北限域や鉛直的な分布に作用しているとみられる。

調査海域の南側も低密度であった。この海域では大型魚が中心に分布するので，個体数が少な

いことも理由のーっとみられるが，生活領域としての適混範囲が鉛直的に拡大するため，海表面
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Fig. 12. Relationship be七weenthe mean body length of embryos in each gravid female and 
month. Vertical lines indicate standard deviation. 

付近での分布密度が低くなることも考えられる。

板鯨類では成長段階によるすみわけが知られており(Olsen1954， Springer 1960)，本種につい

ても同様の報告がある(須田 1953，Strasburg 1958)。本研究においても 30
0

N以北から極前線周辺

海域に小・中型が卓越して分布し，この南側海域では大型魚が中心に生息する傾向がみられた。こ

のような生活領域内における分布の持徴はビンナガ(日開削salalunga)やアカイカ (Ommωtre-

phes bartrami)でも論じられ，流系聞の移動が索餌群や産卵群または生活履歴により論じられて

きた (Otsu組 dUchida 1962，村上ほか 1981)。夏季を中心とした小・中型群の主分布域は生物生産

力が高く，他の浮魚群集も索餌のため北上して集群する海域である(谷口 1981，辻田 1981)。本

論で、は本種の食性を扱かわなかったが，これらの浮魚類が餌の構成員として重要な位置を占めて

いるとみられる。太平洋に広く分布する本種のうち，小・中型群が生産力の高い夏季の亜寒帯南

部海域を索餌域として分布することは，体成長に対して有利な生息場所選択であると推察される。

本種は雌雄によっても生息域が異なる(須田 1953，Strasburg 1958， Sもevens1974， Praもも 1979)。

本研究においても同様の結果が得られた。すなわち，雌は三陸沖合とこの北側に多いが，維は極

前線以南の外洋域に多く出現した。この雌雄分離傾向は中型魚から顕著である。この成長にとも

なう生息場所選択が本種の生存や繁殖にいかに有利であるか，本研究の結果からは論議できない

が，この面から本種の生態をさらに調査する必要がある。

1母体当りの胎児の性比を調べたが，雌雄の割合はほぼ等しいと判断された。同じく胎児数は平

均 25.7個体で須田(1953)の報告と一致する。母体当りの胎児体長は組成の偏差が小さく，同一

体長とみなせ，胎児の成長は均一であると推察される。その平均体長は季節的に異なり， 2-6月

に30cm以上の大型胎児のみが得られたことから，出産の盛期は冬~春期であるとみられたが，本

種の出産時期について須田(1953)は 12-4月，また Pratt(1979)は個体や海域によって異なる
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と述べている。本調査においても， 8，10月に大型胎児が出現しており，出産は長期間にわたる可

能性がある。なお，体長 13cm以下の胎児が得られなかったが，これは須田(1953)が推定した

交尾海域 (200-300N)での夏季の調査が行なわれず，標本が入手きれなかったためと思われる。

本調査の結果と既往の知見から，北太平洋におけるヨシキリザメの生活史を巨視的に類推する

と以下のようになろう。交尾は夏季に 200-300

Nの海域で行なわれ(須田 1953)，翌年春から夏に

雌親魚は 300

N以北へ北上して冬~春季を中心に出産する。幼魚は極前線周辺海域で季節的に南

北移動しながら体成長をおこない，未成魚期から雌雄の生息場所を異にして次第に当海域から南

下する。成魚は亜熱帯以南海域を生活領域とするが，交尾期以外には生息域を異にする。なお，北

側海域に分布する未成魚までの時期は成長式 (Caillie七andBedford 1983)から換算して， 5-6年

であろうと推測される。

以上のように本種の生活史はビンナガ，クロマグロ (Thunnusthynnus)，シマガツオ (Brama

japonica) (Otsu and Uchida 1962， Yamanakaほか 1969，島崎・中村 1981)などと同様に亜寒帯

海域にまでおよぶ生活領域内において生息場所の選択をおこなう魚種であるとみられる。

本調査によりこれまで未詳の点が多かったヨシキリザメの外洋における分布の概要が明らかと

なってきた。しかし，本種の生態学的研究は十分とは言えず，特に再生産に深く関与すると考え

られる 300N以南海域については断片的知見があるにすぎない。本種の生活史を明らかにするた

めには，これらの海域も含めた詳細な資料の蓄積が望まれる。また，熱帯~亜熱帯海域の広域に

わたって分布する本種のなかで北側海域に分布する幼魚・未成魚の食性調査を実施し，それらの

適応的意義を明らかにする必要があるだろう。

要 約

1978-1982年の期間，浮延縄および表層流し網調査船によって得られた試資料を基に，北太平

洋中緯度海域におけるヨシキリザメの分布，体長組成，性比などの生物学的性質を検討した。得

られた結果は次のように要約される。

l. 調査は北太平洋の 230-51・Nの東西にわたる広範囲で実施されたが，ヨシキリザメが採集

されたのは 480N以南の海域である。表層での分布密度は， 3T-430Nの極前線南側海域で高く，採

集海域の南または北方域ほど低い傾向にある。

2. 体長組成は約 40-200cmの範囲で多峰型を示し，夏季を中心とした北側海域では小・中型

魚が多く，南側海域では大型魚のみ出現する。妊娠個体及び雄の精子保有の状態から，この大型

魚は成魚と判断された。

3. 体長 (L，cm)と体重 (W，kg)の関係は次式で示され，体長約 1ωcmから雌の肥満度が高

くなる。

雄 W= 3.838 X 10-6 V.174 

雌 W= 2.328 X 10-6 V.294 

4. 性比は群内で不均一であり，南側海域及び外洋域ほど雄が多く，北側及び島岐寄りの海域で

は雌の割合が高い。雌雄による生息域の分離傾向は体長約 loocm以上から顕著となる。

5. 妊娠魚は 300N以北に北上して，冬~春季に出産するとみられたが，さらに長期にわたる可

能性がある。

6. 1母体内の胎児の性比はほぼ均一である。その平均体長は 13.7-37.0cmの範囲で，母体内

では同じ大きさであったが，夏~冬季は小型胎児が，冬~春季には大型胎児が認められた。
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